
いつもありがとうございます。 

W31 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

・2025年お盆スケジュール 

 今年のお盆の発注書、ならびに商品の納品スケジュールです。 

           

アルファ―事務所休み      ：8月１４日（木）～８月１７日（日） 

アルファ―青果ターミナル休み  ：８月１４日（木）～ ８月１７日（日） 

 

アルファ―青果ターミナル出荷 ：８月１３日（水）まで、 

出荷再開 ：８月１８日（月）から 

 

通常であれば８月１１日（月）は山の日で祝日ですが 

今年は出荷がございます。 

        

    

配信スケジュール： 

ｗ３１・・・納品期間：７月２９日（火）～ ８月  ４日（月）、  

配信：７月１８日（金）、締切：７月２４日（木） 

 

ｗ３２・・・納品期間：８月  ５日（火）～ ８月１１日（月）、  

配信：７月２５日（金）、締切：７月２９日（火） 

 

ｗ３３・・・納品期間：８月１２日（火）～ ８月１８日（月）、  

配信：７月２９日（火）、締切：８月  １日（金） 



 

ｗ３４・・・納品期間：８月１９日（火）～ ８月２５日（月）、  

配信：８月  １日（金）、締切：８月  ５日（火） 

 

ｗ３５・・・納品期間：８月２６日（火）～ ９月  １日（月）、  

配信：８月１８日（月）、締切：８月２１日（木） 

 

となります。 

 

 

・最近登場した 特別栽培 北海道産ミニトマト達 

【無限樹のミニとまと キャロル 10】 【渡邊さんのミニとまと シリーズ】 

 (販促部:吉田紗知子) 

 

日本全国猛暑中の今。避暑地・北海道も、数年前では考えられない暑さ… 



とは言うものの、 

本州と比べたらまだ涼しいと感じてしまう 気温数値が調べると出てきました。 

 

そんな環境の中で育った、北海道産のミニトマトが、 

最近アルファーで新登場となっています。 

 

特に今年は、渡邊さんのミニトマトが増えました。 

 

先週は、 

イエローミニトマト(エコスイートレモン)・アイコと、 

2種類展開でしたが 

 

今週からは 

アソート(エコスイート、小鈴 混合) 

が増えています。 

 



サンプルの測定を行いましたが、この高い糖度が出にくい時期に 

9度 と、高い数値が検出されていました。 

 

夏のミニトマトは、カラフルな見た目や、 

冷やした際の美味しさ・食べやすさから、重宝する野菜。 

是非、ご活用・ご検討ください。 

 

・その時の TPOで選べるにんにく！  

養父養生にんにく（金郷純白） or みちのく ORGANIC にんにく（ホワイト六片）

（有安海） 

 

アルファーは長いこと兵庫県養父市で栽培していただいている、 

『金郷純白』 という品種のにんにくの販売に力を入れ続けてきました。 

 



金郷純白という品種は、 

ホワイト 6片という品種と比較するとわかりやすい特徴を持っているのですが、 

1玉を形成する鱗片の数が、ホワイト 6片はもちろん 6片前後に対し、 

金郷純白という品種は、 

その倍である 12編前後と 1片が比較的小さいことが最大の特徴になります。 

 

今のように気温が高く疲れやすい時期に、にんにくで元気に元気になろう！ 

だがしかし、にんにく特有のにおいが翌日に残るのが気になって食べにくいな… 

と思っている人にこの金郷純白はぴったりです。 

 

1片が比較的小さくなっていることで翌日のことまであまり気にせず食べれらる！ 

だからと言って、にんにく感が少ないというわけでもなく、 

しっかりとした辛味もあり、にんにくが好きという人にも人気のあるにおいも持っている。 

 

この辺をセールストークに、もちろん見た目の綺麗さや装丁も相まって、 

一週間で 60kg以上も販売される企業さまもあるほどの、人気商品になっています。 

 

とはいっても、2年ほど前からか、やはりにんにくの王道はホワイト 6片なので、 

2品種を取り扱いできるようにと、青森県田子町付近に狙いを定め開発を始めたところ、 

田子町の隣町である岩手県の九戸という地域で、 

福田農園さんという良い農家さんと出会うことができました。 

 

アルファーとして福田農園さんが栽培されている商品は、ほとんどが有機栽培となっており、 

そうでなくとも、有機栽培を目指した栽培方法をしている、高品質な農家さまになります。 

 

やはりにんにくの最高級品種であるホワイト 6片です。 

濃厚でマイルドな食味になっているので、 



ホイル焼きなどガッツリにんにくを感じたい時には、 

ホワイト 6片がお勧めになります。 

 

ちなみにホワイト 6片は寒冷地域での栽培に適しており、 

金郷純白は温暖地域での栽培に適していますので、 

両産地さんからは理にかなっている品種を仕入れることが出来ております。 

 

近年にんにくの販売価格は数年前と比べ、明らかに上がっていることがわかります。 

国産 L サイズが 198円だったのが当たり前だったのに、 

M サイズの小さめのサイズで 198円、 

L サイズであれば 298円で販売するお店がとても増えている状態です。 

 

アルファーの取り扱っている金郷純白の L サイズは入数によって価格が少し変わりますが、 

30p入りで 170円、60p入りで 160円と、 

298円での販売であれば、30p入りであったとしても値入率が 42.9％を狙えます。 

岩手のホワイト 6片は有機栽培になるのでもう少し単価が上がり、 

L サイズ 30入り 185円となりますので、 

それでも 298円販売は可能で 37.9％の値入となり、 

力を入れる動機には充分な理由になると思います。 

（価格は納品経費を含んでおりません。また、昨年価格を参考としております。） 

 

そのため、どちらかということではなく、どちらも取り扱いをすることで、 

お客さまのその日のレシピに合わせ、 

選択肢の幅を拡げる工夫が出来れば、粗利額確保のチャンスも広がることは確実です。 

先入観に捉われることなく、とりあえず陳列してみれば答えは出ます。 

お客様は多様化しているので、同じ品目でもアイテムを倍にすれば、 

それだけ売り上げも増えます。 



逆に同じ品目でアイテムが多過ぎると、少し絞った方が売上額は増えます。 

不思議だけど、確かな話しです。 

 

 

 

“美味しい澱粉質”  を作る吉村さんの 『とみつ栗南瓜』  (販促部：生島 麻亜子) 

 

『美味しい澱粉質』 を作る吉村さんが栽培する 

 『 吉村さんのとみつ栗南瓜 』 が出てきました。 

 

15年ほど南瓜を栽培していた経験を 

お持ちだったのですが、 

弊社では一昨年から 

南瓜の取り組みを再開しました。 

 

 

弊社の大人気商品である、 『吉村さんのほっこり金時』 を食べた弊社の社長が、 

「これだけ美味しいサツマイモが出来るという事は、 

他の澱粉質の南瓜やじゃが芋も同様に美味しいのではないか」 

と思い南瓜の取扱いを依頼したという経緯があります。 

 

吉村さんの畑は、福井県あわら市の富津(とみつ)地区にあります。 

丘陵地帯であるこの地区は、この画像のように砂地で土壌が構成されています。 



砂地で構成された土壌は 

水はけがよく、 

同時に肥料抜けも良いのが特徴です。 

余分な肥料が抜けることで、 

雑味の原因にもなる 

硝酸態窒素が残留しにくく、 

また、作物自身がチカラを蓄えて育つので、

中身の緻密な作物に育ちます。 

 

そして、砂地ではあるのですが、同時に、少し粘土質もある土壌なのだそうです。 

肥料抜けがよくて、粘土質も併せ持つとなると、作物にとっては厳しい環境とも言えますが、 

上手く手を添えてやることで、逆に作物にとって 程よい刺激となり、味わい深く育ちます。 

 

このように特徴的な土壌をうまく利用しながら、 

ここでしか作ることのできない美味しさを目指し、日々探求しながら栽培をされています。 

 

【 南瓜を何度も手に取って頂くために 】 

「果物は、シーズンの始めの商品が美味しくなければ、そのシーズンの売れ行きが良くない」  

とおっしゃるバイヤー様がいらっしゃいましたが、南瓜も同様です。 

 

10月のハロウィンや、12月の冬至では松商材の南瓜がよく売れますが、 

お客様に、 

 「 このお店の南瓜は美味しいから、○○の日はこのお店で南瓜を購入しよう！ 」  

と思って頂くためには、 

普段から美味しい商品を売り場に並べておき、 

お客様に美味しさを知って頂かなくてはいけません。 

 



チラシやおすすめ商品などに入れて頂けますと、 

購入する機会が増えますし、 

実際に食べてもらうのであれば、 

試食やお惣菜に使用するのもいいかもしれません。 

 

 

お惣菜コーナーで弊社の南瓜を使用するのであれば、 

こちらのラベルを使用して頂き、 「 野菜売り場で売っている南瓜を使っているよ！ 」  

とアピールして頂けると、 

この南瓜がお店の推し（美味しい南瓜）なんだと理解してもらえますし、 

野菜売場での売上アップにつながります。 

 

青果のラベルと同じデザインにしておりますので、  

「お惣菜を食べて美味しかったから」 と野菜コーナーを見に来られた方にも 

わかりやすいと思います。 

ラベルの大きさは、縦 25.4mm・横 48.3mm になります。 

お惣菜用のパックに貼った際にどのようになるか、試してみてください。 

 

南瓜がメインのレシピとなると、 

天ぷら、煮物、コロッケ、サラダ、ソテー、チーズ焼き、スープなど。 

私はバター醤油で食べるのも好きですが、 

お惣菜売場で カボチャのコロッケ を見るとつい買ってしまいます。 

 

部門間での連携は難しいとは思いますが、 

お店全体での売上を上げる一助となれば幸いです。 

宜しくお願い致します。 

 



お惣菜用のラベルは 『 無限樹さんの恋するマロン 』 だけではなく、 

『 なんぶ南瓜 』 や 『 吉村さんの栗南瓜 』 などの南瓜でも作成致します。 

また、大葉を鮮魚コーナーでご利用頂いている企業様には、 

それ専用のラベルもありますので、 

他の商品でも 「こんなラベルはないかな？」と お問い合わせ頂けましたら幸いです。 

 

【2025年の南瓜の予定について】 

 

上記の表は、天候の影響などで変更になる事があります。 

また、表では 1月末で全ての南瓜の取り扱いが終了予定になっていますが、 

状況次第で 2月以降も継続致します。 

 

今年は暑いため、相場状況が気になる所です。 

南瓜の相場を確認するため、 

青果物卸売市場調査（日別調査）で東京市場を調べてみると 

 

令和 6年７月 8日 

数量：142,975kg 

価格：261円/kg 

（内、輸入：15,560kg・145円/kg） 

 



令和 7年 7月 8日 

数量：104,683kg 

価格：332円/kg 

（内、輸入：4,660kg・286円/kg） 

 

昨年より数量が 38,292kg減っており、価格が 71円/kg高くなっていました。 

(参照：農林水産省 青果物卸売市場調査（日別調査）画面 ) 

相場が上がっているなとは思っていましたが、 

数量がここまで減っているとは思っていませんでした。 

 

また、2021年まで 110円（米ドル/円）程度だった為替も、 

昨年の 155円程度から下がってはいますが、 

7/17時点では 148円程度になっています。 

為替相場が上がると輸入商品も高くなるため、  

暑さ や 雨が少ない などの 

天候の影響が出てくる今後が少し不安になってしまいます。 

 

相場が上がると我が家の家計的にはピンチなのですが、 

弊社は松竹梅で言う所の松、こだわり商品を扱っています。 

 

相場が高くなり、こだわりの商品が相対的に安く見える時は、 

「あまり価格が変わらないなら、高い方を買って食べてみようかな？」と 

手に取って頂く機会も多くなります。 

 

 

ここで、 少し高くても きちんと美味しい商品を売り場に並べておくと、 

美味しさを知ってもらえて 

https://www.seisen.maff.go.jp/seisen/bs04b040md001/BS04B040UC020SC998-Evt001.do


・単価の高い商品のリピートにつながり、一人あたりの 客単価 UP 

・周囲の企業との差別化で 来店の動機付け 

で 売上 UP にも繋がりますので、 

是非こだわりの南瓜を売り場に並べて頂きたいと思います。 

 

宜しくお願い致します。 

 

・坂元さんのニラを紹介したからニラの相場を見る (吉田麻衣)  



今週の分からこの相場のグラフに 2015-2017年が加わりました。 

これで 10年分の流れが追いかけられるようなりました。 

増えたから予測の精度が上がるかというと、 

この２-３年の気候がひどすぎるので予測も何もないわけなんですが。 

相場を見ると大阪は上がり途中のいったんの下げ。 

東京は上がり途中、その後いったん下げてまた上がっていきそうです。 

先日の高知の雨を考慮すると、日ごとの上げ下げはあるでしょうが、 

週単位で見たらしばらくは上がり一辺倒な気もします。 

           

           

先日坂元さんを訪問した旨を報告致しましたが、 

今は坂本さんも意欲的に取り組んでいらっしゃいます。 

こういう書きかただと以前はやる気なかったのかって語弊を与えてしまいそうですが、 

以前よりも更にやる気があるという意味です。 

今までやってきたものに加えて、別の何かを試し良ければ継続。 

悪ければ何が原因かを探り対処を繰り返している状態です。 

いいもの悪いものを取捨選択し、改良を重ねていく。 

これを繰り返していれば近いうちに、長崎の名水ニラに到達できるかもしれません。 

 



見づらいですが、ニラの商品画像です。 

時期によって本数は変わりますが、この袋は 7-8本くらいです。 

裏に隠れているようにも見えないので１本１４g くらいになります。 

茎？が太くないと葉が厚くならないですし、じっくり成長させるからこその重さです。 

暑いので生育がその分早くなったりもしますが、 

それはどこの産地も同じことなので違いがわかるニラということです。 

  

ｗ３０からご注文が増えてきています。 

今ならニラの攻め時かもしれませんので、 

違いの分かる坂元さんの肉厚のにら試してみてください。 

 

 

・どこにも売っていないナカバヤシさんのじゃが芋 (吉田麻衣)  

ｗ30 から新登場で案内しているナカバヤシさんのキタアカリ。 

成分測定したらびっくり、とんでもないライマン価の値でした。 



  ２０２５年１月の測定分は秋じゃがで非常に低い値だったので心配でしたが 

今回の測定は全然違う数値になりました。 

新じゃがいものライマン価が低いのは水分量などの関係があるので 

一概に高ければ美味しいのかというと、 

そういうわけではないのですが、高いというのは美味しいという 

基準の一つになる事だけは確かです。 

こちら、商品画像と産地画像になります。 

こんな山間の畑でがっつり作ってもらったじゃが芋になります。 

※このじゃが芋、この地で初めてのトライでした。 

見た目で美味しさが分かり、数値を聞くと納得しました。(吉田清一郎) 

 

 

・松茸情報 7月 17日情報 

 ●中国産 産地状況  

現在 2025/7/17 現在の出荷量は、雲南が 7 トン。 

四川他が 5 トン、チベット 2.5 トン、 

合わせて、日量約 14.5 トンで順調に増えてきてます。 

特に雲南が増えており、昨年の同時期に比べて２倍のペースです。 

反対に今年は、四川が昨年の同時期の半分と、少し遅れています。  



早く出ると早く終わる傾向なので、この時期は、遅れても問題ありません。 

トータル量は、昨年並みです。 

 

価格は、昨年に比べて、中国側も不景気、 

日本側も暑さや引き続きの円安で動きは良くなく、 

昨年に比べて、安くなり、販売しやすい価格になってきました。 

このペースで、お盆までは、行くと 予想しています。  

日本の相場も一気に増えてきたので混乱もありましたが、価格が下がり動き出したこと、 

量販店が、始まりだしたことで落ち着きが出てきました。  

今日の入荷は、約２．７トンとなります。各社が、スタートしたことで増えました。  

 

●日本市場  

各商社、入荷は毎日入れています。  

お盆に向けて、日々、入荷量も増えてきます。  

品質は、安定しています。 

まだ出始めで、つぼみ系が多く、開きは少ないです。  

 

●今後の動き  

当社も毎日入荷しています。 

価格も下がりましたので、少しずつ扱っていただくとありがたいです。  

特売等があれば、早い目に頂くと助かります。  

今年も、つぼみと中ツボ、開きも価格差がついての販売となります  

引き続きご報告致します。よろしくお願いします。 

(株式会社パシフィックコーポレーション 社長:彦坂嘉男) 

 

 

 



・今週の成分測定レポート 

■北海道産 渡邊さん ミニトマト (吉田紗知子) 

 

北海道産 渡邊さんのミニトマトを測定しました。 

今年初めての取り扱いの為、 

初めて測定を行います。 

 

同日に測定を行った キャロル 10 よりも、 

一回り大きいサイズです。 

 

【糖度】9.3度 

この時期のミニトマトでは、かなり高めの数値です。 

 

【リコペン】18,687ppm 【β-カロテン】7,244ppm 

カロテノイド各数値も、高い数値傾向となっています。 

 

実の色、カロテノイド検査液 等、 

全て濃い色合いとなっていました。 

--------------------------------------------------------------------------------  

■北海道産 大川さん キャロル 10 ミニトマト 

 



北海道産・ミニトマト【キャロル 10】を測定しました。 

前回は 昨年2024/8/28に、測定を行っています。 

 

【糖度】8.0度➜7.4度  

前回よりも控えめな数値となりました。 

 

【リコペン】12,670ppm➜15,618ppm 

【β-カロテン】309ppm➜4,554ppm 

 

カロテノイド数値に関しては、前回よりも高い結果となっています。 

--------------------------------------------------------------------------------  

■奈良産 小林さん トマト 

 

奈良県・小林さんが栽培される 

とまとを測定しました。 

前回は、昨年 2024/6/13 に 

測定を行っています。 

果肉が厚く、横に広がった形をしています。 

 

【糖度】7.0度➜6.1度 

前回や、同産地の過去測定数値と比べると、 

控えめな数字となっています。 

 

【リコペン】5,948ppm➜10,221ppm 【β-カロテン】159ppm➜2,949ppm 



カロテノイド数値は、前回よりも高い数値となりました。 

検査液も、濃い黄色になっています。 

 

水分が多く、瑞々しさが強いとまと となっていました。(吉田紗知子) 

--------------------------------------------------------------------------------  

 ■長崎県産 松永さん ジャガイモ さんじゅうまる 

  

長崎県・松永さんが栽培される、 

じゃがいも・さんじゅうまる を 

測定しました。 

前回は、2024/3/8 に測定を 

行っています。 

 

いただいたサンプル品の箱の中は、 

大中小のサイズ差が 

大きく思えたため、 

三種類を計測しています。 

 

 

 

前回、ライマン価数値は 

10～11 と控えめな数値でしたが、 

今回は 17～15 と、高い数値が見られました。 



過去アルファーの測定数値と比べると、キタアカリ等と近い数値で、 

実際に試食してみると、加熱が 5分程かかる等、 

実がぎっしり詰まったじゃがいもでした。 

------------------------------------------------------------------------------  

・今週の栽培履歴調査報告 (中澤佐江子) 

■奈良県産 益田さんのとうもろこし・おおもの 

品目 スイートコーン 

品種 おおもの 

栽培概要 

栽培責任者 益田農園 益田 吉仁 

住所 奈良県五條市滝町 359番地 

連絡先 ０７４７－２６－１４１ 

節減対象農薬 ６回 当地比 5割減 

化学肥料(窒素成分)  29.3kg (削減なし 慣行 25kg)) 

  

台帳 No. 3396 

栽培面積 90a 

栽培本数 2500本/10ａ 

予想反収 1200kg/10a 

収穫期間 2025/7/5～7/下旬 

ネオニコ使用あり  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■岐阜県産 加藤さんの清見とまと 

品目 トマト 

品種 麗月 

栽培概要 

生産者 有限会社 加藤農園 



住所 岐阜県高山市清見町池本 135 

連絡先 0577-67-3127 

節減対象農薬 25回 当地比４割減 

化学肥料（窒素成分）25.0kg 当地比 2割減 

 

■台帳 No.3400 

栽培面積 17.1.3a 

15 ハウス（各 3列、全 45列）、6区画に分けて栽培管理。 

 

■今季 2025年実績 2025/7/4現在  

化成窒素 12.0kg 

節減対象農薬 9回 

 



 

■昨年 2024年実績 

節減対象農薬 25回 当地比４割減 

化学肥料（窒素成分）25.0kg 当地比 2割減 

★以下のとおり、 

全圃場で、同じ散布結果になるように、管理されております。 



 
 

■昨年は、計画が 20回 5割減、23kg 3割減の予定でしたが、 

暑さの為か、 結果は 25回、25kg と両方とも上回りました。 

今年度は、 計画が来ませんでしたので、 

昨年実績通りで、表示を作成しました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■石川県産 とうもろこし【四万六千甘】 

 

品目 スイートコーン 

品種 ドルチェドリーム 

栽培概要 

生産者 農事組合法人 One 

住所 石川県金沢市才田町は 68番地 

連絡先 076-255-1581 

（化成窒素 30.8kg 当地比 0割減） 

（節減対象農薬 7回 当地比 1割減） 

 

■台帳 NO.3394 

商品名【四万六千甘】しまんろくせんかん  

バイカラーコーン(白黄)です 

栽培面積 220a 

本数 66,000本 

予想反収 2,500本/10a 

収穫期間 2025/7/1～8/20 

ネオニコチノイド使用あり 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



■ニュージーランド産 防カビ剤不使用 レモン 

 

品目 レモン 

品種 メイヤー 

栽培概要 

生産者 クライブ ＆ アマンダ・ルイス 夫妻 

住所 ニュージーランド北島 ギズボーン 

節減対象農薬 5回 

化学肥料（窒素成分） 不明 

★表示内容は一例です。(生産者多数) 

収穫後の防カビ剤（ＯＰＰ・ＴＢＺ・イマザリル）は使用しておりません。 

 

今年のデータが来ましたので、 

先にお送りしていた完了報告に追記いたします。 

【新着データ】 

2025年度 

 面積：60ha 

 本数：48,000本 

 収穫量：2,400ｔ(見込み) 

 収穫期間：5月中旬～8月中旬 

 

2024年年度 

 面積：50ha 

 本数：40,000本(樹) 

 収穫量：1,100ｔ 

 収穫期間：5月下旬～7月下旬 

 



以上が 先の報告の追記です。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■兵庫県産 特別栽培 養父じゃがいも 

 

品目 ジャガイモ 

品種 キタアカリ 

特別栽培農産物 

栽培責任者 和田 健治 

住所 兵庫県養父市大屋町笠谷 111 

連 絡 先 079-669-0227 

確認責任者 ナカバヤシファクトリー（株）兵庫アライアンス 滝野 正人 

住   所 兵庫県養父市大屋町笠谷 111 

連 絡 先 079-669-0227 

 

節減対象農薬 0回 栽培期間中 不使用 

化学肥料（窒素成分）11.2kg 当地比５割減 

 

■台帳 No.3398 

生産者 和田 健治さん 1名 近隣の農家 

（会社の住所と連絡先にしていますが） 

栽培面積 0.8a 

収量は 初めてで不明。 

収穫期間 2025/6/14～7/3 

ネオニコチノイド使用無 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



■長崎県産 特別栽培 栗南瓜・栗将軍  

 

品目 カボチャ 

品種 えびす、くり将軍ネオ 

特別栽培農産物 

栽培責任者 大崎 義之 

住所 長崎県南島原市北有馬町戊 2465-1 

連絡先 0957-84-3393 

確認責任者 農事組合法人ながさき南部生産組合 中村 大介 

住所 長崎県南島原市北有馬町戊 2465-1 

連絡先 0957-84-3393 

節減対象農薬 5回 当地比 5割減 

化学肥料（窒素成分） 7.0kg 当地比 6割減 

 

■台帳 NO.3392 

かぼちゃ 全体について 

生産者 大崎 義之 他 17名 

栽培面積 全 566a 

予想反収 1.2t/10a 

収穫期間 2024/5/18～6/20 

ネオニコ使用無し 

 

台帳はくり将軍ネオに関して、追記してあります。 

■くり将軍ネオに関して 



高木さんと松坂さんの 2名だけです。 

 

■今季の作柄 (6/26聞き取り) 

5月 26日の現地検討会のまとめをもらいました。 

例年と比べ、１～２週間遅れていましたが、今になってやっと出てきた。 

昨年は栗将軍が雨に打たれダメでしたが、 

今季は、えびすに切り替え、 生育良く、多くなり、倍近くなる予想。 

5玉までとの農家との約束ですが、4玉もあると聞いているとの事。 

（現地検討会資料より 作付面積 えびす 566a 栗将軍 108a 合計 674a） 

 

 

 

 

 

           



・新登場 

          福井県産        吉村さんのとみつ栗南瓜・こふき 

          北海道産 特別栽培 渡邊さんのミニトマト・アソート（赤・黄混合） 

           

・商品案内変更 

          ７月の月間テーマのトマトを小林さんから加藤さんに変更 

          石川県産        とうもろこし・四万六千甘・・・再開 

          長崎県産 特別栽培 なんぶ新タマネギ・・・M在庫僅少 

           

・終了 

          奈良県産        益田さんのとうもろこし 

          熊本県産 特別栽培 フルーツ夢人参・藤本姉妹 

          長崎県産 特別栽培 なんぶ新タマネギ・L 

           

・８月新登場予定 

奈良県産        益田さんの奈良玉ちゃん・・・ｗ32 より新登場予定 

北海道産 特別栽培 フルーツ夢人参・メマンペッ・・・ｗ32 より新登場予定 

北海道産 特別栽培 無限樹のとうもろこし・わくわくコーン・・・ 

ｗ32 より新登場予定 

徳島県産        佐々木さんの梨・豊水・・・ｗ34 より新登場予定 

香川県産 有機栽培 宮下さんの坂出金時・・・ｗ34 より新登場予定 

北海道産        和田さんの男爵・・・ｗ35 より新登場予定 

 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 



吉田清一郎 

 
 


